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浦添市 Urasoe city1.コミュニティバス導⼊基本⽅針
●平成29年度に検討された下記①〜⑥までの基本的考え⽅に基づき、⽀線公共交通実証実験計画を策定する
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浦添市 Urasoe city
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２.実証実験内容 2-1.実施時期及び期間
●実証実験の実施時期は、モノレール延⻑区間の開業時期と合わせて運⾏開始するものとする（平成31年夏頃）
●過去の実証実験結果、周知期間、ライフスタイル変更等を考慮し、実証実験期間を1年間とすることで、利⽤者動向の⾒極め、利⽤
者増を図るものとする（参考１）

期 間 総乗車人数
日平均乗車人数

平 日 休 日

12月（31日間） 12,292名 398名 394名

1月（31日間） 11,893名 409名 344名

2月（28日間） 12,048名 437名 417名

合計（90日間） 36,233名 416名 376名
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 実施時期  実施期間
• モノレール延⻑区間の開業に合わせ平成31年夏頃を予定 • 実証実験期間は1年間とする

⽯嶺駅 経塚駅 浦添前⽥駅

てだこ浦⻄駅

毎
月
上
昇

毎
月
上
昇

▼平成22年度の実証実験結果（参考1）



浦添市 Urasoe city２.実証実験内容 2-2.運⾏ルート
●運⾏ルートは平成29年度に検討された推奨案の2ルートについて、実験予定⾞両で運⾏可能な道路幅員・線形及び安全性の⾯を考
慮しつつ、バス事業者や関係機関（道路管理者等）との意⾒交換や、同型⾞両を⽤いた試⾛を実施したうえで決定した

●また、第２回会議までの承認ルートに対し、実験予定期間中のてだこ浦⻄駅周辺の道路⼯事に伴う迂回を考慮したルートを設定した

 ルート１

停留所数：41カ所
運行距離：13.5km

▼⼩型バスを使⽤した試⾛状況

▼中型バスを使⽤した試⾛状況
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浦添市 Urasoe city２.実証実験内容 2-2.運⾏ルート

 ルート２

停留所数：50カ所
運行距離：16.8km

50カ所

約16.8km

●運⾏ルートは平成29年度に検討された推奨案の2ルートについて、実験予定⾞両で運⾏可能な道路幅員・線形及び安全性の⾯を考
慮しつつ、バス事業者や関係機関（道路管理者等）との意⾒交換や、同型⾞両を⽤いた試⾛を実施したうえで決定した

●また、第２回会議までの承認ルートに対し、実験予定期間中のてだこ浦⻄駅周辺の道路⼯事に伴う迂回を考慮したルートを設定した

▼⼩型バスを使⽤した試⾛状況
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浦添市 Urasoe city
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２.実証実験内容 2-3.バス停位置
●平成29年度に実施されたアンケート結果等より、バス停は200m間隔を配置基準として、周辺状況等に応じて設置を計画
●道路条件、周辺交通への影響等を勘案し、バス停間隔はルート１、ルート２ともに平均で約340m間隔とした

■ルート１ ■ルート２

経塚シティー入口



浦添市 Urasoe city

 ⽀線公共交通利⽤時の運賃について（参考2）
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２.実証実験内容 2-4.運賃設定
●平成29年度のアンケート結果より、市⺠が利⽤可能と考える運賃は200円台が最も多く40.1%、200円未満は25.2％を占める
（参考２）

●運賃を200円とした場合、61.2%が利⽤可能と考えていることから、実証実験における運賃はルート１、２ともに⼀般料⾦を200円と
して設定し、⼩児運賃は100円で設定

●障がい者、免許返納者、幼児等については⼀般路線バスと同等な割引率で設定
●なお、実験期間中は定期券・回数券の利⽤は設定しないこととする

対象 料金 備考

一般 200円 中学生以上

小児 100円 小学生

障がい者 100円

免許返納者 100円

幼児
（1歳以上5歳以下）

100円 幼児単独乗車時

無料
同伴者（大人・小児）1人につき幼児1人
まで無料、2人目からは小児運賃

その他
日・祝ファミリー割引
※日曜日と祝祭日に限り、大人（中学生以上）1人につ
き、小学生以下のお子様3人まで無料

 運賃設定

出典：平成29年度「⽀線公共交通導⼊」に関するアンケート調査結果



浦添市 Urasoe city

●運⾏時間帯は平成29年度のアンケート結果及び路線バスやモノレール等との連携を考慮し、午前6時〜午後22時台とする
●⾞両数（４台）及び運⾏所要時間等を考慮し、1時間あたりの運⾏本数が1〜2便となる平⽇22便／⽇、休⽇21便／⽇で設定
●発時は、沿線学校の登校時間やモノレールとの連携による市内外への通勤時間等を考慮して設定
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２.実証実験内容 2-5.運⾏ダイヤ

平日 土曜・日曜・祝祭日

22便／日 21便／日

6 10　40 30

7 10　45 10　40

8 40 15　45

9 20　55 35

10 30 05　50

11 25 35

12 05　45 25　55

13 20 40

14 35 55

15 15　55 45

16 30 15

17 30 00　50

18 10 40

19 00　45 10

20 40 10　50

21 10

22

時間

■ルート１

※第２回委員会で提案したダイヤを元に、てだこ浦⻄駅の迂回を考慮して設定

・てだこ浦⻄駅発の時刻表 ・おもろまち駅前広場発の時刻表
平日 土曜・日曜・祝祭日

22便／日 21便／日

6

7 15　55 30

8 35 15　45

9 10　55 30

10 35 00　50

11 10　45 20

12 40 05　55

13 20 45

14 00　35 15

15 55 00

16 35 15

17 15 05　35

18 00 25

19 00　40 15

20 15 00　30

21 00　45 20

22 15 00

時間



浦添市 Urasoe city
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２.実証実験内容 2-5.運⾏ダイヤ
●運⾏時間帯は平成29年度のアンケート結果及び路線バスやモノレール等との連携を考慮し、午前6時〜午後22時台とする
●⾞両数（４台）及び運⾏所要時間等を考慮し、1時間あたりの運⾏本数が1〜2便となる平⽇20便／⽇、休⽇19便／⽇で設定
●発時は、沿線学校の登校時間やモノレールとの連携による市内外への通勤時間等を考慮して設定

■ルート２
・時計回りの時刻表 ・反時計回りの時刻表

平日 土曜・日曜・祝祭日

20便／日 19便／日

6 30 55

7 10　55 40

8 55 15

9 40 05　40

10 20 35

11 15　55 20

12 45 15　50

13 25 45

14 45 50

15 25 45

16 15　55 20

17 50 15　55

18 30 50

19 40 40

20 15 35

21 05　40 5

22

時間
平日 土曜・日曜・祝祭日

20便／日 19便／日

6 30 55

7 20 45

8 10 15

9 00　50 10　40

10 25 35

11 25 20

12 00　55 15　50

13 30 45

14 55 55

15 30 50

16 25 30

17 05 25

18 00　50 05

19 55 00　50

20 35 40

21 30 15

22 00

時間

※第２回委員会で提案したダイヤを元に、てだこ浦⻄駅の迂回を考慮して設定



浦添市 Urasoe city
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２.実証実験内容 2-6.運⾏⾞両
●実証実験に使⽤する⾞両は、ルート１では中型バスを⽤いることとする
●中型バス⾞両は、運⾏委託先の路線バス事業者より借⽤することとする（常備４台、予備⾞１台）

出典：平成25年度まちづくり交通計画策定業務委託（その2）

 中型バスの概要 ▼中型バス⾞内の例

■ルート１



浦添市 Urasoe city
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２.実証実験内容 2-6.運⾏⾞両

●ルート２においては、⼩型バス以下の⾞両を⽤いて実証実験できるよう、⺠間の助成⾦活⽤等により⾞両調達を検討する

出典：平成25年度まちづくり交通計画策定業務委託（その2）

 ⼩型バス（マイクロバス）の概要
■ルート2

 ⼩型バス（ポンチョ）の概要

 ⼤型ワゴンの概要



浦添市 Urasoe city
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運賃収⼊を試算

■ルート１
①運賃収⼊⾒込み

収⽀試算 平⽇ 休⽇ 備考

平均乗⾞⼈数（⼈／⽇） 702.6 635.0
乗⾞⾒込みは、PTを⽤いた需要予測値（813⼈／⽇）を元
に、運⾏開始後乗客が徐々に増加することを前提に、県内の過
去の設路線バスの乗⾞実績推移を参考に補正し、年間の平均
乗⾞⼈数を平⽇702.6⼈／⽇、休⽇635.0⼈／⽇とした

平均運賃（円／⼈） 187.7 167.9
⼀⼈あたりの平均運賃は平成22年度のコミュバス乗⾞実績⽐
率より⼤⼈、⼦⼈、⾝障者等の割合を考慮し年間の平均運賃
を平⽇187.7円／⼈、休⽇167.9円／⼈に設定した

運⾏⽇数（⽇） 245 120

運賃収⼊⾒込み（万円／年） 3,231 1,279

運賃収⼊⾒込み合計（万円／年） 4,510



浦添市 Urasoe city
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運⾏コストを試算

■ルート１
②路線運⾏コスト⾒込み

路線運⾏⽀出試算 平⽇ 休⽇ 備考

運⾏本数（往復／⽇） 22 21

路線延⻑（km／往復） 27 27

運送単価（円／km） 255.66
乗合バス事業の収⽀状況（国⼟交通省資料）を参考に、平成27年
度〜平成29年度の過去3年間の単価推移を元に平成31年度の単
価予測を算出（表－１）

運⾏⽇数（⽇） 245 120

運⾏コスト⾒込み（万円／年） 3,721 1,740

運⾏コスト⾒込み合計（万円／年） 5,461

▼表ー１ 平成31年度のキロあたり乗合バス運送単価（沖縄）の予測値
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運⾏コストを試算

■ルート１
③起点となるてだこ浦⻄駅への回送コスト⾒込み

回送⽀出試算 想定数量 備考
⾞両台数（台） 4
回送回数（往復／⽇・台） 2 運⾏の始業終業時に1往復、乗務員交代時に1往復

回送距離（km／往復） 8〜33 てだこ浦⻄駅と実験委託選定対象となる路線バス事業者４社の最寄拠点間距離

運送単価（円） 255.66
乗合バス事業の収⽀状況（国⼟交通省資料）を参考に、平成27年度〜平成
29年度の過去3年間の単価推移を元に平成31年度の単価予測を算出（表－
１）

運⾏⽇数（⽇） 365

回送コスト⾒込み（万円／年） 597〜2,464
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運⾏収⽀を試算

収⽀試算 ルート１

①運賃収⼊
（万円／年） 4,510

②路線運⾏コスト
（万円／年） 5,461

③回送コスト
（万円／年） 597〜2,464

④⽀出（②+③）
（万円／年） 6,058〜7,925

収⽀（①ー④）
（万円／年） －3,415〜－1,548

■ルート１の運⾏収⽀試算⾒込み
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運賃収⼊を試算

■ルート２
①運賃収⼊⾒込み

収⽀試算 平⽇ 休⽇ 備考

平均乗⾞⼈数（⼈／⽇） 872.8 788.9
乗⾞⾒込みは、PTを⽤いた需要予測値（1,010⼈／⽇）を
元に、運⾏開始後乗客が徐々に増加することを前提に、県内の
過去の設路線バスの乗⾞実績推移を参考に補正し、年間の平
均乗⾞⼈数を平⽇872.8⼈／⽇、休⽇788.9⼈／⽇とした

平均運賃（円／⼈） 187.7 167.9
⼀⼈あたりの平均運賃は平成22年度のコミュバス乗⾞実績⽐
率より⼤⼈、⼦⼈、⾝障者等の割合を考慮し年間の平均運賃
を平⽇187.7円／⼈、休⽇167.9円／⼈に設定した

運⾏⽇数（⽇） 245 120

運賃収⼊⾒込み（万円／年） 4,014 1,589

運賃収⼊⾒込み合計（万円／年） 5,603
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運⾏コストを試算

■ルート２
②路線運⾏コスト⾒込み

路線運⾏⽀出試算 平⽇ 休⽇ 備考

運⾏本数（往復／⽇） 20 19

路線延⻑（km／往復） 33.6 33.6

運送単価（円／km） 255.66
乗合バス事業の収⽀状況（国⼟交通省資料）を参考に、平成27年
度〜平成29年度の過去3年間の単価推移を元に平成31年度の単
価予測を算出（表－１）

運⾏⽇数（⽇） 245 120

運⾏コスト⾒込み（万円／年） 4,209 1,959

運⾏コスト⾒込み合計（万円／年） 6,168

▼表ー１ 平成31年度のキロあたり乗合バス運送単価（沖縄）の予測値
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運⾏コストを試算

■ルート2
③起点となるてだこ浦⻄駅への回送コスト⾒込み

回送⽀出試算 想定数量 備考
⾞両台数（台） 4
回送回数（往復／⽇・台） 2 運⾏の始業終業時に1往復、乗務員交代時に1往復

回送距離（km／往復） 8〜33 てだこ浦⻄駅と実験委託選定対象となる路線バス事業者４社の最寄拠点間距離

運送単価（円） 255.66
乗合バス事業の収⽀状況（国⼟交通省資料）を参考に、平成27年度〜平成
29年度の過去3年間の単価推移を元に平成31年度の単価予測を算出（表－
1）

運⾏⽇数（⽇） 365

回送コスト⾒込み（万円／年） 597〜2,464
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３.実証実験運⾏収⽀
○実証実験の運⾏収⽀を試算

収⽀試算 ルート2

①運賃収⼊
（万円／年） 5,603

②路線運⾏コスト
（万円／年） 6,168

③回送コスト
（万円／年） 597〜2,464

④⽀出（②+③）
（万円／年） 6,765〜8,632

収⽀（①ー④）
（万円／年） －3,029〜－1,162

■ルート２の運⾏収⽀試算⾒込み
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４.実証実験の周知・広報活動

項⽬ 検討内容

実
証
実
験
の
周
知
・
広
報
活
動

モノレールとの連携
• モノレール延⻑区間の開業と合わせた合同出発式等の開催
• モノレール各駅での実験ポスター掲⽰、チラシ配布
• モノレール関連広報事業（沖縄都市モノレール株式会社等）との連携

広報誌 • 浦添市の発⾏する広報誌において事前告知や特集などを掲載
• 周辺市町村や関連する公共団体等の発⾏する広報誌への告知掲載（相互連携）

WEB

• 浦添市ホームページ内において事前告知や専⽤ページを開設（広報誌との連携）
• スマホ向けサイトを開設し時刻表等の案内（ＱＲコード等によるポスター、チラシ等の紙媒体と
のメディア連携を含む）

• 関連団体の運営するWEBサイトからのバナーリンク設定などの調整
新聞 • 新聞告知（記事・広告）の実施

テレビ・ラジオ • 沖縄県が実施する「わった〜バス党」広報事業等との連携
• 浦添市コミュニティFM（FM21）を活⽤した周知

沿線商業施設等との連携 • 商業施設等が実施するチラシ広告等への掲載･ポスター掲出
• 地元商店街とのタイアップ

その他

• 認知度を⾼めるため市⺠から愛称・デザイン等の募集を⾏うと同時に、⾞両側⾯ステッカーやチ
ラシ類、WEB、バス停等にトータルデザインを導⼊

• 市政50周年関連事業、プロ野球キャンプ等をはじめとする他事業との広報連携
• 本格運⾏前の期間限定無料乗⾞キャンペーンの実施



浦添市 Urasoe city

21

調査項⽬ 主な調査⽅法 評価・検証項⽬

１ 利⽤実態
調査

①利⽤者数 • ドライブレコーダーによる観測（平・休複数回）
• 運賃収⼊及び平均運賃による算出（毎⽇） • 事業採算性

• バス停、地域、別利⽤傾向
• 沿線主要施設利⽤への影響
• 運⾏ルートやバス停設置位置の
⾒直しなど

②利⽤者属性
• 利⽤者アンケートによる調査（平・休の各1回）
• OKICAによる集計（バス事業へ依頼）③利⽤区間

④利⽤⽬的
⑤施設利⽤者数 • 周辺主要施設（図書館等）へのヒアリング

２ バス⾛⾏実
態調査

①定時性 • ドライブレコーダーによる観測（平・休複数回） • サービス⽔準
• 運⾏ルートやバス停設置位置の
⾒直しなど②安全性 • 乗務員及び沿線住⺠への聴き取り調査

３ 満⾜度・
ニーズ調査

①認知度 • 市⺠アンケート調査
• 住⺠ワークショップによる調査
• 運⾏ルート、ダイヤ、運賃、⾞両などの評価項⽬
単位による満⾜度や改善点を把握

• 周知効果
• 利⽤者満⾜度
• 運⾏ルートやバス停設置位置の
⾒直しなど

②利⽤満⾜度
③改善要望

４ その他調査

①周辺交通への
影響

• ビックデータを⽤いて市内主要道路の時間別⾛⾏
速度などを解析（運⾏前、後の⽐較）

• コミュニティバス運⾏による⾃動⾞
交通への影響

②他交通事業者
への影響

• 路線バス事業者、タクシー事業者へのヒアリング
• 利⽤者数の変化（運⾏前、後の⽐較）

• ⺠間事業への影響
• 新規需要の度合

③商業連携の可
能性 • 市内の商業施設、通り会等に対するヒアリング • 商業施設と連携した割引等によ

る利⽤促進の可能性など
④広告、負担⾦
の可能性 • 市内の主要事業者に対するヒアリング • ⾞両広告及び協⼒⾦収⼊による

事業採算性の向上

５.実験調査項⽬
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６.実証実験スケジュール

2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ …
■実証実験計画の策定
（協議証明書） ★

■バス停設置（仮設・既存）

■運⾏委託⼿続き
★

■運⾏許可申請⼿続き
（運⾏委託先事業者）

■運⾏リハーサル

■周知・広報活動

■実験運⾏開始

■実験調査

 利⽤実態調査

 バス⾛⾏実態調査

 満⾜度・ニーズ調査

 その他調査

■本格運⾏に向けた⾒直し等

項⽬ 2019年 2020年

占⽤⼿続き等 設置作業

選定 契約

微調整

必要に応じてダイヤ等調整


